
置
し
た
「
木
馬
館
」
に
因
ん
だ
も
の
で
す
。

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
か
ら
浪
曲
定
席
の

営
業
を
始
め
、
現
在
は
浪
曲
の
ほ
か
、
軽
演

劇
の
上
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て
る
」

浅
草
に
ス
タ
ー
の
手
型
が
並
ぶ

浅
草
で
は
、「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て

る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
舞
台
と

客
席
が
と
て
も
近
く
、
お
客
さ
ん
の
反
応
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

台
東
区
の
広
報
紙
『
広
報
た
い
と
う
』
令
和

２
年
元
旦
号
の
新
春
対
談
で
、
当
時
、
江
戸

ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
実
行
委
員
会
顧
問
で
、

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
・
東
洋
館
を
運
営
し
て
い

る
東
洋
興
業
㈱
の
会
長
の
松
倉
久
幸
さ
ん
が

「
芸
人
は
、
お
客
さ
ん
が
育
て
る
ん
で
す
。

『
お
も
し
ろ
く
な
い
！
引
っ
込
め
！
』
な
ん
て

言
葉
が
平
気
で
飛
ん
で
き
ま
す
が
、
浅
草
以

外
で
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

こ
う
い
う
『
反
応
』
が
浅
草
の
良
さ
で
あ
り
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
東
区
で
は
、
大
衆
芸
能
の
振
興

に
貢
献
し
た
芸
能
人
の
功
績
を
た
た
え
、
そ

の
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
54

（
１
９
７
９
）
年
よ
り
手
型
と
サ
イ
ン
を
浅

草
公
会
堂
前
の
「
ス
タ
ー
の
広
場
」
と
「
オ

レ
ン
ジ
通
り
」
の
花
壇
に
設
置
し
て
お
り
、

大
衆
芸
能
ゆ
か
り
の
地
「
浅
草
」
の
名
所
と

し
て
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

も
の
ま
ね
、
コ
ン
ト
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
公
演
し
て
い
ま
す
。

東
洋
館
の
前
身
と
さ
れ
る
東
洋
劇
場
は
、

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
開
業
し
、
渥
美

清
さ
ん
、
東
八
郎
さ
ん
、
萩
本
欽
一
さ
ん
、

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
等
の
コ
メ
デ
ィ
ス
タ
ー
を

輩
出
し
ま
し
た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
の

閉
館
を
経
て
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
浅

草
演
芸
ホ
ー
ル
と
同
じ
建
物
の
４
階
を
改
装

し
、「
浅
草
フ
ラ
ン
ス
座
演
芸
場
東
洋
館
」
と

し
て
新
規
開
場
。
漫
才
や
漫
談
を
中
心
と
し

た
演
芸
を
上
演
し
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
笑
い
を
体
験
で
き
る
「
お
笑

い
の
発
信
基
地
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
馬
亭
は
、
日
本
唯
一
の
浪
曲
定
席
。
木

馬
亭
の
名
は
、
大
正
時
代
に
回
転
木
馬
を
設

落
語
、漫
才
、講
談
、浪
曲
…

歴
史
の
あ
る
劇
場
が
今
も
健
在

浅
草
公
園
六
区
に
は
長
い
歴
史
を
持
つ
大

衆
劇
場
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く
の
芸
人
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル

は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
落
語
定
席

と
し
て
開
業
。
往
年
の
桂
文
楽
さ
ん
、
古
今

亭
志
ん
生
さ
ん
、
三
遊
亭
円
生
さ
ん
等
の
高

名
な
噺
家
と
共
に
、
後
の
落
語
界
を
担
う
古

今
亭
志
ん
朝
さ
ん
、
立
川
談
志
さ
ん
、
三
遊

亭
円
楽
さ
ん
等
も
こ
こ
で
腕
を
磨
き
ま
し

た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
建
物
の
１

階
に
移
り
、
以
来
、
都
内
に
４
軒
だ
け
の
落

語
定
席
の
１
つ
と
し
て
、
落
語
を
は
じ
め
漫

才
、
漫
談
、
マ
ジ
ッ
ク
、
曲
芸
、
紙
切
り
、

浅草演芸ホール
住所：台東区浅草 1-43-12　1・2階
https://www.asakusaengei.com

浅草フランス座演芸場東洋館
住所：台東区浅草 1-43-12　4階
https://www.asakusatoyokan.com/information/

木馬亭
住所：台東区浅草 2-7-5
http://mokubatei.art.coocan.jp

現在は 343名の手型を設置。
写真は渥美清さんと天海祐希さんの手型とサイン
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女
性
の
活
躍
と
い
う
意
味
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、

国
際
劇
場
の
舞
台
で
レ
ビ
ュ
ー
（
歌
と
踊
り
を

主
体
と
し
た
シ
ョ
ー
）
を
披
露
し
、
観
客
を
魅

了
し
た
松
竹
歌
劇
団
（
昭
和
３
〈
１
９
２
８
〉

年
結
成
）
で
す
。
松
竹
歌
劇
団
の
出
身
者
に

は
、
退
団
後
に
女
優
や
歌
手
と
し
て
映
画
や
テ

レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
水
の
江
瀧
子
さ
ん
、
並

木
路
子
さ
ん
、
淡
路
恵
子
さ
ん
、
草
笛
光
子
さ

ん
、
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
等
が
い
ま
す
。

昭
和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
起
こ
っ
た
太

平
洋
戦
争
に
よ
り
、
大
衆
芸
能
は
厳
し
く
制

限
さ
れ
、
六
区
の
賑
わ
い
も
な
く
な
り
ま
す

が
、
戦
後
に
再
び
息
を
吹
き
返
し
、
映
画

街
、
劇
場
街
と
し
て
の
活
気
が
戻
っ
て
き
ま

す
。
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
や
全
国
各
地
に
映

画
街
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
映
画
や
演
劇

で
の
賑
わ
い
は
下
火
に
な
り
ま
す
が
、
現
在

は
浅
草
寺
を
中
心
と
し
た
日
本
を
代
表
す
る

観
光
地
と
し
て
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

浅
草
公
園
六
区
の
賑
わ
い
と

国
際
劇
場
の
松
竹
歌
劇
団

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
う
台
東
区

浅
草
は
、
７
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
浅
草
寺
の

門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時

代
に
は
見
世
物
小
屋
や
大
道
芸
人
が
参
拝
客

を
楽
し
ま
せ
、
日
本
橋
な
ど
か
ら
移
転
し
た

歌
舞
伎
小
屋
が
集
ま
り
芝
居
町
と
な
っ
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
東
京
府
に
よ
る
公

園
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
浅
草
寺
周
辺
の
田

ん
ぼ
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
７
つ
の
公
園
地

（
区
）
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が

浅
草
公
園
六
区
で
、
庶
民
の
娯
楽
地
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
当
初
は
、
東
京
府

が
高
い
公
園
使
用
料
や
営
業
制
限
を
し
た
た

め
、
興
行
街
と
し
て
は
不
振
で
し
た
。
そ
の

後
、
地
元
の
方
々
の
働
き
で
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
、
六
区
に
初
め

て
の
劇
場
「
常
盤
座
」
が
開
業
。
道
化
踊
り
、

歌
舞
伎
、
新
派
劇
（
西
洋
と
日
本
の
劇
を
合

わ
せ
た
劇
）
の
ほ
か
、
活
動
写
真
（
無
声
映

画
）
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
六
区
に
は
浅
草

富
士
（
富
士
山
縦
覧
場
）
や
12
階
建
て
の
凌

雲
閣
も
建
て
ら
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
が
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
の
大
火
災
に

よ
り
大
半
が
消
失
し
、
こ
れ
を
機
に
近
代
的

な
映
画
館
街
、
劇
場
街
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
大
正
末
期
の
関
東
大
震
災
で
大
き
な

被
害
を
受
け
、
世
界
的
な
不
況
も
重
な
り
、

復
興
が
遅
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
喜
劇
や
剣
劇

（
チ
ャ
ン
バ
ラ
劇
）
が
登
場
し
て
評
判
と
な
り
、

女
性
役
者
も
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

江
戸
の
昔
か
ら
発
展
し
て
き
た
大
衆
芸
能
文
化
の
一
大
中
心
地
、浅
草

台
東
区
の
浅
草
は
、
浅
草
寺
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
江
戸
の
昔
か
ら
庶
民
の
文
化
が
花
開
い
た
場
所
で
す
。
な

か
で
も
浅
草
六
区
に
は
、
演
劇
、
落
語
、
漫
才
、
講
談
、
浪
曲
な
ど
の
劇
場
が
集
ま
り
、「
芸
の
聖
地
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
こ
の
歴
史
を
継
承
し
、
よ
り
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
」
で

す
。
特
集
で
は
、
浅
草
の
大
衆
芸
能
の
歴
史
と
今
年
で
6
回
目
と
な
っ
た
「
芸
楽
祭
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
芸
の
聖
地
」と
呼
ば
れ
た
浅
草
の
歩
み
と

台
東
区
文
化
振
興
事
業「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸げ

い

楽ら
く

祭さ
い

」
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置
し
た
「
木
馬
館
」
に
因
ん
だ
も
の
で
す
。

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
か
ら
浪
曲
定
席
の

営
業
を
始
め
、
現
在
は
浪
曲
の
ほ
か
、
軽
演

劇
の
上
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て
る
」

浅
草
に
ス
タ
ー
の
手
型
が
並
ぶ

浅
草
で
は
、「
芸
人
は
お
客
さ
ん
が
育
て

る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
舞
台
と

客
席
が
と
て
も
近
く
、
お
客
さ
ん
の
反
応
が

ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

台
東
区
の
広
報
紙
『
広
報
た
い
と
う
』
令
和

２
年
元
旦
号
の
新
春
対
談
で
、
当
時
、
江
戸

ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
実
行
委
員
会
顧
問
で
、

浅
草
演
芸
ホ
ー
ル
・
東
洋
館
を
運
営
し
て
い

る
東
洋
興
業
㈱
の
会
長
の
松
倉
久
幸
さ
ん
が

「
芸
人
は
、
お
客
さ
ん
が
育
て
る
ん
で
す
。

『
お
も
し
ろ
く
な
い
！
引
っ
込
め
！
』
な
ん
て

言
葉
が
平
気
で
飛
ん
で
き
ま
す
が
、
浅
草
以

外
で
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）

こ
う
い
う
『
反
応
』
が
浅
草
の
良
さ
で
あ
り
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
台
東
区
で
は
、
大
衆
芸
能
の
振
興

に
貢
献
し
た
芸
能
人
の
功
績
を
た
た
え
、
そ

の
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
54

（
１
９
７
９
）
年
よ
り
手
型
と
サ
イ
ン
を
浅

草
公
会
堂
前
の
「
ス
タ
ー
の
広
場
」
と
「
オ

レ
ン
ジ
通
り
」
の
花
壇
に
設
置
し
て
お
り
、

大
衆
芸
能
ゆ
か
り
の
地
「
浅
草
」
の
名
所
と

し
て
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

も
の
ま
ね
、
コ
ン
ト
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
公
演
し
て
い
ま
す
。

東
洋
館
の
前
身
と
さ
れ
る
東
洋
劇
場
は
、

昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
に
開
業
し
、
渥
美

清
さ
ん
、
東
八
郎
さ
ん
、
萩
本
欽
一
さ
ん
、

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
等
の
コ
メ
デ
ィ
ス
タ
ー
を

輩
出
し
ま
し
た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
の

閉
館
を
経
て
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
浅

草
演
芸
ホ
ー
ル
と
同
じ
建
物
の
４
階
を
改
装

し
、「
浅
草
フ
ラ
ン
ス
座
演
芸
場
東
洋
館
」
と

し
て
新
規
開
場
。
漫
才
や
漫
談
を
中
心
と
し

た
演
芸
を
上
演
し
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
笑
い
を
体
験
で
き
る
「
お
笑

い
の
発
信
基
地
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
馬
亭
は
、
日
本
唯
一
の
浪
曲
定
席
。
木

馬
亭
の
名
は
、
大
正
時
代
に
回
転
木
馬
を
設

落
語
、漫
才
、講
談
、浪
曲
…

歴
史
の
あ
る
劇
場
が
今
も
健
在

浅
草
公
園
六
区
に
は
長
い
歴
史
を
持
つ
大

衆
劇
場
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く
の
芸
人
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
浅
草
演
芸
ホ
ー
ル

は
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
、
落
語
定
席

と
し
て
開
業
。
往
年
の
桂
文
楽
さ
ん
、
古
今

亭
志
ん
生
さ
ん
、
三
遊
亭
円
生
さ
ん
等
の
高

名
な
噺
家
と
共
に
、
後
の
落
語
界
を
担
う
古

今
亭
志
ん
朝
さ
ん
、
立
川
談
志
さ
ん
、
三
遊

亭
円
楽
さ
ん
等
も
こ
こ
で
腕
を
磨
き
ま
し

た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
建
物
の
１

階
に
移
り
、
以
来
、
都
内
に
４
軒
だ
け
の
落

語
定
席
の
１
つ
と
し
て
、
落
語
を
は
じ
め
漫

才
、
漫
談
、
マ
ジ
ッ
ク
、
曲
芸
、
紙
切
り
、

浅草演芸ホール
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「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な

魅
力
が
輝
く
ま
ち
」
を
実
現

歴
史
や
伝
統
に
基
づ
く
文
化
芸
術
は
、

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
生
活
に
潤
い
を
も

た
ら
し
、
ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら

し
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

台
東
区
内
に
は
今
回
取
り
上
げ
た
芸
能
文

化
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
資
源
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
資
源
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
確
実
に
保
存
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
文
化
を
創
造

す
る
人
材
の
支
援
・
育
成
、
文
化
情
報
の
発

信
、
誰
も
が
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、
文
化

と
産
業
、
そ
し
て
観
光
の
力
を
連
動
さ
せ

て
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
高
め
、
輝
か
し
い

未
来
へ
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、

区
の
基
本
構
想
の
基
本
目
標
に
も
掲
げ
た

「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な
魅
力
が
輝
く
ま
ち
」

を
実
現
し
ま
す
。

映
画
、
演
劇
、
芸
能
の
分
野
で

そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ
ろ
が
満
載

第
６
回
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
映
画
の
分

野
で
は
「
ま
ち
か
ど
映
画
会
＆
和
楽
器
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」（
10
月
）
と
「
ま
ち
か
ど
映

画
会
＆
弦
楽
四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
11
月
）。
大
ヒ
ッ
ト
映
画
『
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー
ス
ト
と
ダ
ン
ブ
ル
ド
ア
の

秘
密
』
の
上
映
と
和
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
映
画
『
ミ
ニ
オ

ン
ズ 

フ
ィ
ー
バ
ー
』
の
上
映
と
弦
楽
器
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
劇
の
分
野
で
は
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
中
高
生
ス
テ
ー
ジ
」。
台
東
区
内
の
中
学
・

高
校
演
劇
部
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
表

す
る
も
の
で
、
芸
楽
祭
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け

た
８
月
27
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
の
劇
場
等
で
公
演

す
る
団
体
と
の
連
携
公
演
と
し
て
、
10
月
に

1
劇
団
が
上
演
、
１
月
に
２
劇
団
が
上
演
予

定
で
す
。
芸
能
の
分
野
で
は
、
毎
年
恒
例
の

伝
統
芸
能
企
画
と
し
て
、
落
語
、
漫
才
、
動

物
も
の
ま
ね
を
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
「
た
い

と
う
芸
楽
寄
席
」
を
２
月
３
日
に
実
施
予

定
。
若
手
芸
人
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る

「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
『
お
笑
い
日
本
一
』」
を

２
月
９
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

屋
形
船
で
の
伝
統
芸
能
体
験
や

野
外
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
上
映

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

芸
楽
祭
。
現
在
は
年
１
回
の
開
催
で
す
が
、

第
１
回
と
第
２
回
は
、
夏
の
陣
、
冬
の
陣
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
好
評
だ
っ
た
企
画
の
１
つ
に
、
第
１
回
夏

の
陣
で
実
施
し
た
「
隅
田
川
大
江
戸
浮
舞

台
」
が
あ
り
ま
す
。
屋
形
船
で
隅
田
川
の
川

下
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
浅
草
芸
者
に
よ
る

お
座
敷
芸
や
日
本
独
自
の
手
品
「
和
妻
」、

神
事
芸
能
の
「
江
戸
太
神
楽
」
な
ど
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
実
演
芸
能
を
堪
能
す
る
も
の

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
夏
の
陣
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
上
野
恩
賜
公
園
に
設
営
さ
れ
た
野
外

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ

プ
ソ
デ
ィ
』
を
上
映
し
ま
し
た
。
上
映
中
は

参
加
者
に
よ
る
熱
い
声
援
と
歌
声
に
よ
っ

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
前
は
ラ
イ
ブ
会
場
さ
な
が

ら
の
熱
気
に
。
Q
U
E
E
N
の
曲
に
の
せ
た

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
Q
U
E
E
N
を

敬
愛
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
等
と
合
わ
せ
て
、
約
７
８
０
０
人
の

集
客
と
な
り
ま
し
た
。

上野恩賜公園での映画上映の様子 屋形船での伝統芸能体験の様子 中高生ステージの様子

台東区

取材協力 /台東区、台東区立下町風俗資料館（表紙右上及び２ページの写真）
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お
り
、
肩
の
力
を
抜
い
て
気
楽
に
台
東
区
な

ら
で
は
の
芸
能
文
化
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

台
東
区
の
歴
史
あ
る
豊
富
な
芸
能
や
伝
統

文
化
を
総
合
的
に
支
援
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
取
り
組
み
と
し
て
展
開
、
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
、
区
民
や
来
訪
者
が
こ
れ
ら
の
文
化

に
気
軽
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
本

区
に
根
付
く
文
化
の
継
承
・
発
展
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
区
と
地
域
や
民
間
事
業
者
と
の

協
働
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
運
営
、
事
業
展

開
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
芸
能
・
芸
術
文
化
を

肩
の
力
を
抜
い
て
楽
し
め
る

昨
年
10
月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
、

「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸
楽
祭
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

は
、
粋
、
豊
か
な
人
情
、
進
取
の
気
性
な
ど
、

心
を
感
じ
る
「
江
戸
ま
ち 

た
い
と
う
」
で
、

先
人
た
ち
が
守
り
、
育
み
、
現
代
へ
継
承
さ

れ
て
き
た
多
彩
な
芸
能
・
芸
術
文
化
を
肩
の

力
を
抜
い
て
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
造
語

の
「
芸
楽
祭
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
文
字
ど

実
行
委
員
会
の
名
誉
顧
問
は

ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん

芸
楽
祭
の
前
身
は
、「
し
た
ま
ち
コ
メ

デ
ィ
映
画
祭
i
n
台
東
（
平
成
20
年
〜
29
年

度
・
第
１
回
〜
第
10
回
）
」
と
「
し
た
ま
ち

演
劇
祭
i
n
台
東
（
平
成
22
年
〜
29
年
度
・

第
１
回
〜
第
８
回
）
」。
映
画
祭
と
演
劇
祭

の
２
本
立
て
で
実
施
し
て
い
た
取
り
組
み
の

課
題
・
成
果
を
整
理
し
、
映
画
・
演
劇
だ
け

で
な
く
、
本
区
の
魅
力
あ
る
芸
能
文
化
（
漫

才
、
落
語
、
舞
踊
な
ど
）
を
総
合
的
に
発
信

す
る
事
業
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
が

芸
楽
祭
で
す
。

実
行
委
員
会
の
名
誉
顧
問
は
、
浅
草
で
修

業
を
重
ね
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
ビ
ー
ト
た

け
し
さ
ん
。
日
本
を
代
表
す
る
芸
人
で
あ

り
、
俳
優
と
し
て
も
多
彩
な
才
能
を
発
揮
さ

れ
、
映
画
監
督
と
し
て
も
世
界
的
に
有
名
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
映
画
、
演
劇
、
芸
能

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
詰
ま
っ

た
芸
楽
祭
の
名
誉
顧
問
と
し
て
の
就
任
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
芸
楽
祭
で
は
、
た
け
し
さ

ん
の
故
郷
と
も
呼
ば
れ
る
東
洋
館
で
毎
年
開

催
さ
れ
る
「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
」
の
審
査
員

を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

台
東
区
の
芸
能
・
伝
統
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
江
戸
ま
ち
た
い
と
う
芸げ

い

楽ら

く

祭さ

い

」

第６回 江戸まちたいとう芸楽祭
期間： 令和 5（2023）年 10 月〜令和 6（2024）年

2 月
会場： 生涯学習センターミレニアムホール、金杉区

民館下谷分館、谷中区民館、平成小学校体
育館、たなか舞台芸術スタジオ、浅草公会堂、
上野ストアハウス、忠綱寺本堂、東洋館

主催：江戸まちたいとう芸楽祭実行委員会
後援： 東京都／台東区／（公社）日本劇団協議会

／（公社）日本芸能実演家団体協議会

若い頃、辿り着いたのがこのまち。なぜか楽屋でタップを踏んでいた。
お客さんが二人しかいない演芸場の舞台に立つオイラがいた。いろ
いろな場所で知らないお客さんが「一杯飲め」とお金のない自分に
飲ませてくれた。小さい頃、兄ちゃんと初めて映画と寄席を観に来
たのもこのまちだった。
あれから数十年、映画を撮ったり、絵を描いたり、藝大の先生にもなっ
た。幾重もの生きた芸が交わるまち、このまちがオイラの原点。
肩の力を抜いて笑ってほしい、肩を震わせ泣いてほしい…芸楽祭。

〈〈 名誉顧問メッセージ 〉〉

第６回江戸まちたいとう芸楽祭

Instagram Ｘ（旧Twitter）

名誉顧問：ビートたけしさん

公式サイト

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜
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「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な

魅
力
が
輝
く
ま
ち
」
を
実
現

歴
史
や
伝
統
に
基
づ
く
文
化
芸
術
は
、

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
生
活
に
潤
い
を
も

た
ら
し
、
ま
ち
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の
暮
ら

し
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

台
東
区
内
に
は
今
回
取
り
上
げ
た
芸
能
文

化
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
資
源
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
資
源
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
確
実
に
保
存
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
文
化
を
創
造

す
る
人
材
の
支
援
・
育
成
、
文
化
情
報
の
発

信
、
誰
も
が
文
化
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、
文
化

と
産
業
、
そ
し
て
観
光
の
力
を
連
動
さ
せ

て
、
そ
の
力
を
最
大
限
に
高
め
、
輝
か
し
い

未
来
へ
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、

区
の
基
本
構
想
の
基
本
目
標
に
も
掲
げ
た

「
活
力
に
あ
ふ
れ
多
彩
な
魅
力
が
輝
く
ま
ち
」

を
実
現
し
ま
す
。

映
画
、
演
劇
、
芸
能
の
分
野
で

そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ
ろ
が
満
載

第
６
回
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
映
画
の
分

野
で
は
「
ま
ち
か
ど
映
画
会
＆
和
楽
器
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」（
10
月
）
と
「
ま
ち
か
ど
映

画
会
＆
弦
楽
四
重
奏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
11
月
）。
大
ヒ
ッ
ト
映
画
『
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ー
ス
ト
と
ダ
ン
ブ
ル
ド
ア
の

秘
密
』
の
上
映
と
和
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
映
画
『
ミ
ニ
オ

ン
ズ 

フ
ィ
ー
バ
ー
』
の
上
映
と
弦
楽
器
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
劇
の
分
野
で
は
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
中
高
生
ス
テ
ー
ジ
」。
台
東
区
内
の
中
学
・

高
校
演
劇
部
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
発
表

す
る
も
の
で
、
芸
楽
祭
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け

た
８
月
27
日
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
の
劇
場
等
で
公
演

す
る
団
体
と
の
連
携
公
演
と
し
て
、
10
月
に

1
劇
団
が
上
演
、
１
月
に
２
劇
団
が
上
演
予

定
で
す
。
芸
能
の
分
野
で
は
、
毎
年
恒
例
の

伝
統
芸
能
企
画
と
し
て
、
落
語
、
漫
才
、
動

物
も
の
ま
ね
を
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
「
た
い

と
う
芸
楽
寄
席
」
を
２
月
３
日
に
実
施
予

定
。
若
手
芸
人
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る

「
ビ
ー
ト
た
け
し
杯
『
お
笑
い
日
本
一
』」
を

２
月
９
日
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

屋
形
船
で
の
伝
統
芸
能
体
験
や

野
外
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
上
映

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

芸
楽
祭
。
現
在
は
年
１
回
の
開
催
で
す
が
、

第
１
回
と
第
２
回
は
、
夏
の
陣
、
冬
の
陣
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
好
評
だ
っ
た
企
画
の
１
つ
に
、
第
１
回
夏

の
陣
で
実
施
し
た
「
隅
田
川
大
江
戸
浮
舞

台
」
が
あ
り
ま
す
。
屋
形
船
で
隅
田
川
の
川

下
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
浅
草
芸
者
に
よ
る

お
座
敷
芸
や
日
本
独
自
の
手
品
「
和
妻
」、

神
事
芸
能
の
「
江
戸
太
神
楽
」
な
ど
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
実
演
芸
能
を
堪
能
す
る
も
の

で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
伝
統
芸
能
の
魅

力
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
夏
の
陣
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、
上
野
恩
賜
公
園
に
設
営
さ
れ
た
野
外

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
映
画
『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ

プ
ソ
デ
ィ
』
を
上
映
し
ま
し
た
。
上
映
中
は

参
加
者
に
よ
る
熱
い
声
援
と
歌
声
に
よ
っ

て
、
ス
ク
リ
ー
ン
前
は
ラ
イ
ブ
会
場
さ
な
が

ら
の
熱
気
に
。
Q
U
E
E
N
の
曲
に
の
せ
た

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
Q
U
E
E
N
を

敬
愛
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
等
と
合
わ
せ
て
、
約
７
８
０
０
人
の

集
客
と
な
り
ま
し
た
。

上野恩賜公園での映画上映の様子 屋形船での伝統芸能体験の様子 中高生ステージの様子

台東区

取材協力 /台東区、台東区立下町風俗資料館（表紙右上及び２ページの写真）

我が区のおたから_1月号_三校.indd   5我が区のおたから_1月号_三校.indd   5 2023/12/20   15:112023/12/20   15:11

江
東
区

品
川
区

荒
川
区

江
戸
川
区

目
黒
区

千
代
田
区

北　
区

渋
谷
区

中
野
区

板
橋
区

足
立
区

世
田
谷
区

新
宿
区

大
田
区

豊
島
区

文
京
区

杉
並
区

港　
区

葛
飾
区

墨
田
区

中
央
区

練
馬
区

台
東
区

79 令和6年1月　No.406　台東区


	2503079_区政会館だより別冊_web - コピー.pdf

